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LS174T 細胞に，レバミピド（1,10,100 μM）を添加した 24時間後，PAS 染色を行ったところ，細胞
内のムチンが増加していることが示された．また 10μM のレバミピド添加後の MUC2（腸型のムチ




 更に LS174T 細胞におけるレバミピド添加後の EGFR/Akt のリン酸化を western blotting（WB）に
て調べた．レバミピドは EGFR のリン酸化を亢進しなかったが，Aktのリン酸化を 15分後に有意に
亢進した．次にレバミピドが活性化するシグナル伝達を確認するため，ERK1/2 kinase inhibitor 
(U0126)，EGFR kinase inhibitor (AG1478)，Akt inhibitor (wortmannin)の 3種類の阻害薬を使用した．
レバミピド添加の 30 分前に阻害薬を添加し，15 分後の EGFR/Akt のリン酸化を WB にて調べたと
ころ，EGFR のリン酸化には変化は認めなかったが，wortmannin のみがレバミピド添加により亢進
した Aktのリン酸化を阻害した．レバミピド添加による MUC2 分泌亢進において，Aktのリン酸化
が関与していることを確認するために，AG1478, wortmannin の２種類の阻害薬を添加して，MUC2
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